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・
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・
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等
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、
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七
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四
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、
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・
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収
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、
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年
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・
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等
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、
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年
）
 
唐
・
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壽
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、
一
九
七
四
年
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・
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壽
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史
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書
局
、
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等
『
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書
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局
、
一
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七
五
年
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・
歐
陽
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等
『
新
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局
、
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・
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向
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古
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傳
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海
商
務
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書
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、
一
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三
六
年
）
 
元
・
辛
文
房
、
傅
璇
琮
主
編
『
唐
才
子
傳
校
箋
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
〇
年
）
 
④
地
理
類
 
北
魏
・
楊
衒
之
、
周
祖
謨
校
釋
『
洛
陽
伽
藍
記
校
釋
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
〇
年
）
 
⑤
政
書
類
 
宋
・
王
溥
『
唐
會
要
校
證
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
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子
部
 
①
藝
術
類
 
唐
・
張
彦
遠
『
歷
代
名
畫
記
』（
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
六
三
年
）
 
唐
・
朱
景
玄
、
溫
肇
霧
注
『
唐
朝
名
畫
録
』（
四
川
美
術
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
 
北
宋・郭
煕『
林
泉
髙
致
集
』景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
第
八
一
二
冊
所
収（
臺
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
八
三
～
六
年
）
 
②
雜
家
類
 
後
漢
・
應
劭
、
王
利
器
校
注
『
風
俗
通
義
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
）
 
後
漢
・
王
充
『
論
衡
』（『
四
部
叢
刊
』
所
収
、
上
海
商
務
印
書
館
、
一
九
三
六
年
）
 
南
宋
・
洪
邁
『
容
齋
随
筆
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
七
八
年
）
 
清
・
顧
炎
武
、
清
・
黄
汝
成
集
釋
『
日
知
録
集
釋
』（
中
文
出
版
社
、
一
九
七
八
年
）
 
清
・
何
焯
、
崔
高
維
點
校
『
義
門
讀
書
記
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
）
 
清
・
趙
翼
『
陔
餘
叢
考
』
學
術
筆
記
叢
刊
所
収
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）
 
③
類
書
類
 
唐
・
歐
陽
詢
等
、
汪
紹
楹
校
『
藝
文
類
聚
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
 
唐
・
徐
堅
等
『
初
學
記
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
年
）
 
北
宋
・
李
昉
等
『
太
平
御
覧
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
〇
年
）
 
④
小
説
家
類
 
後
漢
・
班
固
『
漢
武
故
事
』
百
部
叢
書
集
成
原
刻
影
印
所
収
（
臺
湾
藝
文
印
書
館
、
一
九
六
八
年
）
 
後
漢
・
班
固
『
漢
武
帝
内
傳
』
百
部
叢
書
集
成
原
刻
影
印
所
収
（
臺
湾
藝
文
印
書
館
、
一
九
六
八
年
）
 
東
晉
・
陶
潜
、
汪
紹
楹
校
注
『
捜
神
後
記
校
注
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
）
 
東
晉
・
陶
潜
、
李
劍
國
輯
校
『
新
輯
捜
神
後
記
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）
 
劉
宋
・
劉
義
慶
、
梁
・
劉
孝
標
注
『
世
説
新
語
』（
四
部
叢
刊
影
印
明
刻
嘉
趣
堂
本
）
 
劉
宋
・
劉
義
慶
、
梁
・
劉
孝
標
注
、
楊
勇
校
牋
『
世
説
新
語
校
牋
』（
聖
文
書
局
、
一
九
七
六
年
）
 
劉
宋
・
劉
義
慶
、梁
・
劉
孝
標
注
、余
嘉
錫
箋
疏『
世
説
新
語
』修
訂
本（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
 
劉
宋
・
劉
義
慶
、
梁
・
劉
孝
標
注
、
龔
斌
校
釋
『
世
説
新
語
校
釋
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
 
唐
・
李
肇
『
唐
國
史
補
』
百
部
叢
書
集
成
原
刻
影
印
、
學
津
討
原
所
収
（
臺
湾
藝
文
印
書
館
、
一
九
六
五
年
）
 
唐
・
闕
氏
『
隋
煬
帝
迷
樓
記
』
古
今
逸
史
所
収
（
上
海
商
務
印
書
館
、
一
九
三
七
年
）
 
唐
・
趙
璘
『
因
話
録
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
七
九
年
）
 
北
宋
・
李
昉
等
『
太
平
廣
記
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
）
 
北
宋
・
李
昉
等
、
張
國
風
會
校
『
太
平
廣
記
會
校
』（
北
京
燕
山
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
 
⑤
釋
家
類
 
梁
・
釋
僧
祐
、
蘇
晉
仁
、
蕭
錬
子
點
校
『
出
三
蔵
記
集
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
五
年
）
 
宋
・
道
原
、
顧
宏
義
訳
注
『
景
徳
伝
燈
録
訳
注
』
（
上
海
書
店
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
 
大
正
新
脩
大
蔵
經
刊
行
會
編
『
大
正
新
脩
大
蔵
經
』（
大
正
新
脩
大
蔵
經
刊
行
會
、
一
九
六
五
年
）
 
⑥
道
家
類
 
晉
・
郭
象
注
、
唐
・
成
玄
英
疏
、
唐
・
陸
德
明
釋
文
、
清
・
郭
慶
藩
集
釋
『
莊
子
集
釋
』（
世
界
書
局
、
一
九
九
〇
年
）
 
漢
・
劉
向
、
王
叔
岷
校
箋
『
列
仙
傳
校
箋
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）
 
 ４
 
集
部
 
①
楚
辭
類
 
後
漢
・
王
逸
注
『
楚
辭
章
句
』（
藝
文
印
書
館
、
一
九
六
七
年
）
 
北
宋
・
洪
興
祖
、
白
化
文
等
點
校
『
楚
辭
補
注
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）
 
南
宋
・
朱
熹
集
注
『
楚
辭
集
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
七
九
年
）
 
明
・
王
夫
之
釋
『
楚
辭
通
釋
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
七
五
年
）
 
陳
子
展
撰
述
、
杜
月
村
等
校
閲
『
楚
辭
直
解
』（
復
旦
大
學
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
 
②
別
集
類
 
漢
 
揚
雄
、
張
震
澤
校
注
『
揚
雄
集
校
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
 
魏
 
曹
植
、
清
・
丁
晏
編
『
曹
集
銓
評
』（
世
界
書
局
、
一
九
七
三
年
）
 
曹
植
、
黄
節
注
『
曹
子
建
詩
注
』（
世
界
書
局
、
一
九
七
三
年
）
 
曹
植
、
趙
幼
文
校
注
『
曹
植
集
校
注
』（
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
 
阮
籍
、
鍾
京
鐸
注
『
阮
籍
詠
懷
詩
注
』（
學
海
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
 
嵆
康
「
嵆
中
散
集
」
漢
魏
六
朝
一
百
三
名
家
集
所
収
（
中
文
出
版
社
、
一
九
七
六
年
）
 
西
晉
 
孫
楚
『
孫
馮
翊
集
』
明
・
張
溥
編
『
漢
魏
六
朝
一
百
三
名
家
集
』
所
収
（
中
文
出
版
社
、
一
九
七
六
年
）
 
潘
岳
『
潘
黄
門
集
』
漢
魏
六
朝
一
百
三
名
家
集
所
収
（
中
文
出
版
社
、
一
九
七
六
年
）
 
潘
岳
、
董
志
広
校
注
『
潘
岳
集
校
注
』（
天
津
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
 
陸
機
、
金
濤
聲
點
『
陸
機
集
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
二
年
）
 
陸
機
、
張
少
康
集
釋
『
文
賦
集
釋
』（
人
民
文
學
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
 
東
晉
 
陶
潛
、
龔
斌
校
箋
『
陶
淵
明
集
校
箋
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
 
陶
潛
、
袁
行
霈
撰
『
陶
淵
明
集
箋
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
五
年
）
 
劉
宋
 
謝
靈
運
、
顧
紹
柏
校
注
『
謝
靈
運
集
校
注
』（
中
州
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
 
鮑
照
、
丁
福
林
等
校
注
『
鮑
照
集
校
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
二
年
）
 
齊
梁
 
沈
約
『
沈
隠
侯
集
』
漢
魏
六
朝
一
百
三
名
家
集
所
収
（
中
文
出
版
社
、
一
九
七
六
年
）
 
沈
約
、
陳
慶
元
校
箋
『
沈
約
集
校
箋
』（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
 
江
淹
『
江
文
通
文
集
』
四
部
叢
刊
初
編
集
部
所
収
、
上
海
涵
芬
樓
借
烏
程
蒋
氏
密
韻
樓
蔵
（
上
海
商
務
印
書
館
、
一
九
六
七
年
）
 
江
淹
『
江
醴
陵
集
』
漢
魏
六
朝
百
三
名
家
集
所
収
（
中
文
出
版
社
、
一
九
七
六
年
）
 
江
淹
、
明
・
胡
之
驥
註
『
江
文
通
集
彙
註
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
九
年
）
 
江
淹
、
兪
紹
初
等
校
注
『
江
淹
集
校
注
』（
中
州
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
 
謝
朓
、
曹
融
南
校
注
集
説
『
謝
宣
城
集
校
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
 
何
遜
『
何
水
部
集
』
四
部
備
要
所
収
（
臺
湾
中
華
書
局
、
一
九
七
一
年
）
 
呉
均
、
林
家
驪
校
注
『
呉
均
集
校
注
』（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
 
簡
文
帝
蕭
綱
『
梁
簡
文
帝
集
』
漢
魏
六
朝
百
三
名
家
集
所
収
（
中
文
出
版
社
、
一
九
七
六
年
）
 
簡
文
帝
蕭
綱
、
肖
占
鵬
、
董
志
廣
校
注
『
梁
簡
文
帝
集
校
注
』（
南
開
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
  
北
周
 
庾
信
、
清
・
倪
璠
注
、
許
逸
民
校
點
『
庾
子
山
集
注
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
）
 
庾
信
、
譚
正
璧
、
紀
馥
華
選
註
『
庾
信
詩
賦
選
』（
一
新
書
店
、
一
九
五
七
年
）
 
唐
代
 
孟
浩
然『
孟
浩
然
集
』四
部
叢
刊
初
編
集
部
所
収
・
上
海
涵
芬
樓
借
江
南
圖
書
館
蔵
明
刊
本
影
印
（
臺
灣
商
務
印
書
館
、
一
九
六
七
年
）
 
孟
浩
然
、
曹
永
東
箋
注
、
王
沛
霖
審
訂
『
孟
浩
然
詩
集
箋
注
』（
天
津
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
 
孟
浩
然
、
徐
鵬
校
注
『
孟
浩
然
集
校
注
』（
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
 
孟
浩
然
、
佟
培
基
箋
注
『
孟
浩
然
詩
集
箋
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
 
孟
浩
然
、
柯
宝
成
編
著
『
孟
浩
然
全
集
』（
崇
文
書
局
、
二
〇
一
三
年
）
 
李
白
、
詹
鍈
主
編
『
李
白
全
集
校
注
彙
釋
集
評
』（
百
花
文
藝
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
 
王
昌
齢
、
李
雲
逸
『
王
昌
齢
詩
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
 
王
維『
須
溪
先
生
校
本
 
王
右
丞
集
』四
部
叢
刊
初
編
集
部
所
収
・
上
海
涵
芬
樓
影
印
元
刊
本
（
臺
灣
商
務
印
書
館
、
一
九
六
七
年
）
 
王
維
、
清
・
趙
殿
成
箋
注
『
王
右
丞
集
箋
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
 
王
維
、
陳
鐵
民
校
注
『
王
維
集
校
注
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
七
年
）
 
王
維
、
楊
文
生
編
著
『
王
維
詩
集
箋
注
』（
四
川
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
 
杜
甫
、
宋
・
黄
希
原
本
、
宋
・
黄
鶴
補
注
、『
補
注
杜
詩
』
 
杜
甫
、
清
・
仇
兆
鰲
注
『
杜
詩
詳
註
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
）
 
錢
起
『
錢
考
功
集
』
四
部
叢
刊
初
編
集
部
所
収
・
上
海
涵
芬
樓
影
印
明
活
本
（
臺
灣
商
務
印
書
館
、
一
九
六
七
年
）
 
劉
長
卿
『
劉
隨
集
』
四
部
叢
刊
初
編
集
部
所
収
・
上
海
涵
芬
樓
影
印
明
正
德
刊
本
（
臺
灣
商
務
印
書
館
、
一
九
六
七
年
）
 
劉
長
卿
、
儲
仲
君
撰
『
劉
長
卿
詩
編
年
箋
注
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
六
年
）
 
劉
長
卿
、
楊
世
明
校
注
『
劉
長
卿
集
編
年
校
注
』（
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
 
顧
況
、
王
啓
興
等
注
『
顧
況
詩
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
 
戴
叔
倫
、
蒋
寅
校
注
『
戴
叔
倫
詩
集
校
註
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
〇
年
）
 
韋
應
物『
韋
江
州
集
』四
部
叢
刊
初
編
集
部
所
収
・
上
海
涵
芬
樓
蔵
明
嘉
靖
戊
申
華
雲
江
州
刊
本
（
臺
灣
商
務
印
書
館
、
一
九
六
七
年
）
 
韋
應
物
『
元
刊
 
須
溪
先
生
校
點
 
韋
蘇
州
集
』（
福
建
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
 
韋
應
物
、
孫
望
編
著
『
韋
應
物
詩
集
繋
年
校
箋
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
二
年
）
 
韋
應
物
、
阮
廷
瑜
校
注
『
韋
蘇
州
詩
校
注
』（
華
泰
文
化
事
業
股
咨
份
有
限
公
司
、
二
〇
〇
〇
年
）
 
韋
應
物
、
陳
橋
生
編
著
『
韋
應
物
』（
五
洲
伝
播
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
 
韋
應
物
、
陶
敏
・
王
友
勝
校
注
『
韋
應
物
集
校
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
 
韋
應
物『
劉
須
溪
先
生
校
本
 
韋
蘇
州
集
』寶
永
三
年
刊
本
、和
刻
本
漢
詩
集
成
第
八
輯
所
収
（
汲
古
書
院
、
一
九
七
五
年
）
 
韋
應
物
『
官
板
 
韋
蘇
州
集
』
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
刊
 
韋
應
物
『
近
藤
元
粹
評
訂
 
韋
蘇
州
集
』（
嵩
山
堂
蔵
版
、
明
治
三
十
三
年
五
月
識
語
）
 
司
空
曙
、
文
航
生
校
注
『
司
空
曙
詩
集
校
注
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
 
盧
綸
、
劉
初
棠
校
注
『
盧
綸
詩
集
校
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
 
孟
郊
、
韓
泉
欣
校
注
『
孟
郊
集
校
注
』（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
 
孟
郊
、
郝
世
峰
箋
注
『
孟
郊
詩
集
箋
注
』（
河
北
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
 
韓
愈
、
馬
其
袒
校
注
『
韓
昌
黎
文
集
校
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
 
韓
愈
、
錢
仲
聯
集
釋
『
韓
昌
黎
詩
繋
年
集
釋
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
 
韓
愈
、
屈
守
元
等
主
編
『
韓
愈
全
集
校
注
』（
四
川
大
學
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
 
白
居
易『
白
氏
長
慶
集
』四
部
叢
刊
初
編
集
部
所
収
・
上
海
商
務
印
書
館
縮
印
江
南
図
書
館
蔵
日
本
活
字
本
（
臺
灣
商
務
印
書
館
、
一
九
三
六
年
）
 
白
居
易
、
朱
金
城
箋
注
『
白
居
易
集
箋
校
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
 
白
居
易
、
謝
思
煒
校
注
『
白
居
易
詩
集
校
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）
 
柳
宗
元
『
柳
宗
元
集
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
）
 
元
稹
『
元
氏
長
慶
集
』
四
部
備
要
所
収
（
臺
湾
中
華
書
局
、
一
九
六
九
年
）
 
元
稹
、
冀
勤
點
校
『
元
稹
集
』
中
華
書
局
、
一
九
八
二
年
）
 
元
稹
、
楊
軍
箋
注
『
元
稹
集
編
年
箋
注
』（
三
秦
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
 
元
稹
、
周
相
錄
校
注
『
元
稹
集
校
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
 
賈
島
、
齊
文
榜
校
注
『
賈
島
集
校
注
』（
人
民
文
學
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
 
司
空
圖
『
司
空
表
聖
文
集
』
宋
蜀
刻
本
唐
人
集
叢
刊
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
 
北
宋
 
歐
陽
修
、
李
逸
安
點
校
『
歐
陽
修
全
集
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
一
年
）
 
蘇
軾
『
蘇
軾
文
集
』
孔
凡
禮
點
校
・
中
国
古
典
文
學
基
本
叢
書
所
収
（
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
）
 
陳
師
道
、
宋
・
任
淵
注
、
冒
廣
生
補
箋
、
冒
懷
辛
整
理
『
後
山
詩
注
補
箋
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
五
年
）
 
元
代
 
元
・
倪
瓉
『
清
閟
閣
全
集
』
叢
書
集
成
三
編
（
藝
文
印
書
館
、
一
九
七
一
年
）
 
元
末
明
初・宋
濂『
文
憲
集
』四
庫
全
書
薈
要
集
部
所
収
、吉
林
人
民
出
版
社
、一
九
九
七
年
）
 
明
代
 
張
以
寧
『
翠
屛
集
』
四
庫
全
書
珍
本
二
集
所
収
（
臺
灣
商
務
印
書
館
、
一
九
七
一
年
）
 
清
代
 
王
士
禛
『
王
士
禛
全
集
』（
斉
魯
書
社
、
二
〇
〇
七
・
六
）
 
③
總
集
類
 
梁
・
蕭
統
、
唐
・
李
善
注
『
文
選
』
重
刻
宋
淳
煕
本
胡
氏
蔵
本
（
臺
灣
藝
文
印
書
館
、
一
九
七
六
年
）
 
梁
・
蕭
統
、
六
臣
注
『
文
選
』
古
迂
書
院
刊
本
増
補
（
漢
京
文
化
事
業
有
限
公
司
、
一
九
八
〇
年
）
 
陳
・
徐
陵
、
清
・
呉
兆
宜
注
、
清
・
程
琰
刪
補
、
穆
克
宏
點
校
『
玉
臺
新
詠
』（
一
九
八
五
年
）
 
陳
・
徐
陵
、
清
・
紀
容
舒
撰
『
玉
臺
新
詠
考
異
』
百
部
叢
書
集
成
（
藝
文
印
書
館
、
一
九
六
六
年
）
 
北
宋
・
郭
茂
倩
撰
『
樂
府
詩
集
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
）
 
南
宋
・
洪
邁
、
霍
松
林
主
編
『
万
首
唐
人
絶
句
校
註
集
評
』（
山
西
人
民
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
 
元
・
方
回
選
評
、李
慶
甲
集
評
校
點『
瀛
奎
律
髄
彙
評
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、二
〇
〇
五
年
）
 
明
・
李
攀
龍
輯
、
明
・
王
穉
登
評
『
唐
詩
選
』
續
修
四
庫
全
書
所
収
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
 
明
・
高
棅
『
唐
詩
品
彙
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
 
明
・
徐
師
曾
纂
輯『
和
刻
本
文
體
明
辯
』影
嘉
永
五
年
刻
本
、（
中
文
出
版
社
、一
九
八
八
年
）
 
明
・
陸
時
雍
『
唐
詩
鏡
』
四
庫
全
書
珍
本
所
収
（
臺
灣
商
務
印
書
館
、
一
九
七
一
年
）
 
明
・
鍾
惺
、
譚
元
春
選
定
、
明
・
閔
及
申
、
林
夢
熊
重
訂
『
唐
詩
歸
』
萬
暦
四
五
年
（
一
六
一
七
）
序
刊
 
明
・
馮
惟
訥
、
横
山
弘
・
齋
藤
希
史
編
『
嘉
靖
本
古
詩
紀
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
 
清
・
王
阮
亭
選
・
黄
香
石
評
・
呉
退
庵
等
輯
註
『
唐
賢
三
昧
集
箋
註
』（
廣
文
書
局
、
一
九
六
八
年
）
 
清
・
沈
徳
潜
『
唐
詩
別
裁
集
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
七
九
年
）
 
清
・
喬
億
選
編
、雷
恩
海
箋
注『
大
暦
詩
略
箋
釋
輯
評
』（
天
真
古
籍
出
版
社
、二
〇
〇
八
年
）
 
清
・
陳
祚
明
評
選
、
李
金
松
點
校
『
采
菽
堂
古
詩
選
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
） 
清
・
彭
定
求
等
『
全
唐
詩
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
〇
年
）
 
清
・
嚴
可
均
校
輯
『
全
晉
文
』『
全
宋
文
』
全
上
古
三
代
秦
漢
三
國
六
朝
文
（
中
華
書
局
、
一
九
五
八
年
）
 
北
京
大
学
古
文
獻
研
究
所
編
『
全
宋
詩
』（
北
京
大
學
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）
 
④
詩
文
評
類
 
梁
・
劉
勰
、
黄
叔
琳
注
、
李
詳
補
注
、
楊
明
照
校
注
拾
遺
『
増
訂
文
心
雕
龍
校
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
〇
年
）
 
梁
・
鍾
嶸
、
曹
旭
集
注
『
詩
品
集
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
 
梁
・
鍾
嶸
、
王
叔
岷
箋
證
『
鍾
嶸
詩
品
箋
證
稿
』（
中
央
研
究
院
中
國
文
哲
研
究
所
中
國
文
哲
專
刊
、
二
〇
〇
四
年
）
 
唐
・
釋
皎
然
、
李
壮
鷹
校
注
『
詩
式
校
注
』（
斉
魯
書
社
、
一
九
八
六
年
）
 
孟
棨
、
李
學
穎
標
點
『
本
事
詩
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
 
北
宋
・
胡
仔
纂
集
、
寥
德
明
校
點
『
苕
渓
漁
隱
叢
話
』（
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
八
一
年
） 
北
宋
・
葉
夢
得
『
石
林
詩
話
』
叢
書
集
成
初
編
所
収
（
中
華
書
局
、
一
九
九
一
年
）
 
南
宋
・
厳
羽
、
清
・
胡
鑑
注
、
任
世
煕
校
『
滄
浪
詩
話
注
』（
廣
文
書
局
、
一
九
七
二
年
）
 
南
宋
・
張
戒
、
陳
應
鸞
校
箋
『
歳
寒
堂
詩
話
校
箋
』（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
 
明
・
何
良
俊
『
四
友
齋
叢
説
』
元
明
史
料
筆
記
叢
刊
所
収
（
中
華
書
局
、
一
九
五
九
年
）
 
明
・
謝
榛
『
四
溟
詩
話
』（
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
六
一
年
）
 
明
・
陸
時
雍
『
詩
鏡
總
論
』
歴
代
詩
話
續
篇
（
文
明
書
局
、
一
九
一
六
年
）
 
明
・
王
世
貞
、
羅
仲
鼎
校
注
『
藝
苑
巵
言
校
注
』（
斉
魯
書
社
、
一
九
九
二
年
）
 
明
・
胡
應
麟
『
詩
藪
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
七
九
年
）
 
明
・
許
學
夷
、
杜
維
沫
校
點
『
詩
源
辨
體
』（
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
 
明
・
張
溥
『
漢
魏
六
朝
一
百
三
名
家
集
』（
中
文
出
版
社
、
一
九
七
六
年
）
 
明
末
・
金
聖
嘆
『
唱
經
堂
古
詩
解
』
唱
經
堂
第
四
才
子
書
杜
詩
解
付
録
（
万
巻
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）
 
清
・
王
士
禛
『
帶
經
堂
詩
話
』（
廣
文
書
局
、
一
九
七
一
年
）
 
清
・
宋
犖
『
西
陂
類
稿
』（
臺
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
七
三
年
）
 
清
・
何
焯
、
崔
高
維
點
校
『
義
門
讀
書
記
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
）
 
清
・
翁
方
綱
『
石
洲
詩
話
』
百
部
叢
書
集
成
所
収
（
藝
文
印
書
館
、
一
九
六
五
年
）
 
清
・
陳
沆
『
詩
比
興
箋
』（
中
華
書
局
、
一
九
五
九
年
）
 
清
・
潘
徳
輿
、
朱
德
慈
輯
校
『
養
一
齋
詩
話
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
〇
年
）
 
清
・
朱
克
敬
『
雨
窗
消
意
録
』（
岳
麓
書
社
、
一
九
八
三
年
）
 
 二
 
中
文
著
書
 
 
程
章
燦
『
魏
晋
南
北
朝
賦
史
』（
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
 
陳
道
復
『
古
詩
十
九
首
』（
世
界
図
書
出
版
、
二
〇
一
三
年
）
 
陳
望
道
『
修
辭
學
發
凡
』（
作
家
出
版
社
、
一
九
六
四
年
）
 
丁
福
林
『
江
淹
年
譜
』（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
 
 
 
傅
璇
琮
『
唐
代
詩
人
叢
考
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
）
 
傅
璇
琮
・
陳
尚
君
・
徐
俊
編『
唐
人
選
唐
詩
新
編（
増
訂
本
）』（
中
華
書
局
、二
〇
一
四
年
）
 
葛
曉
音
『
山
水
田
園
詩
派
研
究
』（
遼
寧
大
学
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
 
郭
紹
虞
『
宋
詩
話
考
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
）
 
何
国
平
『
山
水
詩
前
史
―
従
《
古
詩
十
九
首
》
到
玄
言
詩
審
美
経
験
的
変
遷
』（
曁
南
大
学
出
 
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
 
胡
旭
『
悼
亡
詩
史
』（
東
方
出
版
中
心
、
二
〇
一
〇
年
）
 
蒋
寅
『
大
暦
詩
人
研
究
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
五
年
）
 
蒋
寅
『
大
暦
詩
風
』（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
 
李
劍
國
『
唐
五
代
志
怪
傳
奇
叙
錄
』（
南
開
大
學
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
 
李
劍
國
『
唐
前
支
怪
小
説
史
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
 
劉
明
昌
『
謝
靈
運
山
水
詩
藝
術
美
探
微
』（
文
津
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
 
劉
文
剛
『
孟
浩
然
年
譜
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
 
逯
欽
立
『
先
秦
漢
魏
晉
南
北
朝
詩
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
五
年
）
 
馬
奔
騰
『
禅
境
与
詩
境
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
〇
年
）
 
馬
茂
元
『
古
詩
十
九
首
探
索
』（
作
家
出
版
社
、
一
九
五
七
年
）
 
錢
鍾
書
『
管
錘
編
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
）
 
隋
樹
森
『
古
詩
十
九
首
集
釋
』（
中
華
書
局
、
一
九
五
八
年
）
 
孫
昌
武
『
唐
代
文
学
与
佛
教
』（
陝
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
 
孫
昌
武
『
佛
教
与
中
国
文
学
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
 
談
蓓
芳
・
呉
冠
文
・
章
培
恒
『
玉
台
新
詠
新
論
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
 
陶
敏
『
唐
代
文
學
與
文
獻
論
集
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
〇
年
）
 
王
徳
華
『
唐
前
辞
賦
類
型
化
特
徴
与
辞
賦
分
体
研
究
』（
浙
江
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
） 
王
國
瓔
『
中
國
山
水
詩
研
究
』
（
聯
經
出
版
事
業
公
司
、
一
九
九
六
年
）
 
王
琳
『
六
朝
辞
賦
詩
』
（
黒
竜
江
教
育
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
 
呉
承
学
等
編
『
中
国
文
体
学
与
文
体
史
研
究
』
（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
 
呉
丕
績
『
江
淹
年
譜
』
（
文
星
書
店
、
一
九
六
五
年
）
 
蕭
合
姿
『
江
淹
及
其
作
品
研
究
』（
文
津
出
版
社
有
限
公
司
、
二
〇
〇
〇
年
）
 
謝
無
量
『
中
国
婦
女
文
学
史
』（『
謝
無
量
文
集
』
第
五
巻
所
収
、
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
二
 
〇
一
一
年
）
 
徐
伝
武
『
左
思
左
棻
研
究
』（
中
国
文
聯
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
 
許
連
軍
『
皎
然
《
詩
式
》
研
究
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）
 
郁
賢
皓
『
唐
刺
史
考
全
編
』（
安
徽
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
 
袁
有
根
『
《
歴
代
名
画
記
》
研
究
』
（
北
京
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
 
曹
道
衡
・
沈
玉
成
編
著
『
南
北
朝
文
学
史
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
 
曹
道
衡
・
沈
玉
成
編
著
『
中
古
文
學
資
料
叢
考
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
三
・
七
）
 
曹
旭
『
古
詩
十
九
首
与
楽
府
詩
選
評
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
 
張
福
慶
『
唐
詩
美
学
探
索
』
（
華
文
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
 
張
相
『
詩
詞
曲
語
辭
滙
釋
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
七
年
）
 
褚
斌
傑
『
中
国
古
代
文
体
概
論
』（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
 
朱
自
成
『《
古
詩
十
九
首
》
手
稿
』（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
 
 三
 
和
文
著
書
 
淺
見
絅
齋
講
述『
楚
辭
』漢
籍
國
字
解
全
書
第
十
七
巻（
早
稲
田
大
學
出
版
部
、一
九
一
一
年
）
 
 
 
 
赤
井
益
久
『
中
唐
詩
壇
の
研
究
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
四
年
）
 
赤
井
益
久
『
中
国
山
水
詩
の
景
』（
新
公
論
社
、
二
〇
一
〇
年
）
 
網
祐
次
『
中
國
中
世
文
學
研
究
―
南
齊
永
明
時
代
を
中
心
と
し
て
―
』（
新
樹
社
、
一
九
六
〇
 
年
）
 
安
藤
信
廣
『
庾
信
と
六
朝
文
学
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
八
年
）
 
石
川
三
佐
男
『
楚
辭
新
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）
 
石
川
忠
久
編
『
中
国
文
学
の
女
性
像
』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
二
年
）
 
入
谷
仙
介
『
王
維
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
七
六
年
）
 
入
矢
義
高
等
訳
注
解
説
『
碧
巌
録
』
岩
波
文
庫
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）
 
内
田
泉
之
助
訳
注
解
説
『
玉
臺
新
詠
』
新
釈
漢
文
大
系
上
下
（
明
治
書
院
、
一
九
七
四
年
）
 
大
西
克
礼
『
自
然
感
情
の
美
学
』（
書
肆
心
水
、
二
〇
一
三
年
）
 
小
川
環
樹
『
風
と
雲
 
中
国
文
学
論
集
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
九
年
）
 
小
野
四
平
『
韓
愈
と
柳
宗
元
―
唐
代
古
文
研
究
序
説
―
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
五
年
）
 
小
尾
郊
一
『
中
國
文
學
に
現
れ
た
自
然
と
自
然
観
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
）
 
笠
原
仲
二
『
中
国
人
の
自
然
観
と
美
意
識
』（
創
文
社
、
一
九
八
二
年
）
 
梶
山
雄
一
『
梶
山
雄
一
著
作
集
』（
春
秋
社
、
二
〇
〇
八
年
）
 
川
合
康
三
『
終
南
山
の
変
容
 
中
唐
文
学
論
集
』（
研
文
出
版
、
一
九
九
九
年
）
 
興
膳
宏
『
潘
岳
 
陸
機
』（
筑
摩
書
房
、
中
国
詩
文
選
、
一
九
七
三
年
）
 
興
膳
宏
『
中
国
の
文
学
理
論
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
八
年
）
 
興
膳
宏
訳
注
解
説
『
文
鏡
秘
府
論
』
弘
法
大
師
空
海
全
集
第
五
巻
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
一
 
年
）
 
鎌
田
茂
雄
『
中
国
仏
教
史
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）
 
後
藤
秋
正
『
中
国
中
世
の
哀
傷
文
学
』（
研
文
出
版
、
一
九
九
八
年
）
 
後
藤
秋
正
『
唐
代
の
哀
傷
文
学
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）
 
小
南
一
郎
訳
注
解
説
『
楚
辭
』
中
国
詩
文
選
、（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
三
年
）
 
鈴
木
敬
『
中
國
繪
畫
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
）
 
鈴
木
虎
雄
訳
注
解
説
『
陶
淵
明
詩
解
』（
弘
文
堂
書
房
、
一
九
四
八
年
）
 
釋
清
潭
訳
注
『
國
訳
楚
辭
』
國
訳
漢
文
大
成
（
國
民
文
庫
刊
行
會
、
一
九
二
五
年
）
 
高
橋
和
巳
『
高
橋
和
巳
作
品
集
９
中
国
文
学
論
集
』（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
二
年
）
 
竹
治
貞
夫
『
楚
辭
研
究
』（
風
間
書
房
、
一
九
七
八
年
）
 
竹
村
則
行
『
楊
貴
妃
文
学
史
研
究
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
 
谷
川
渥
『
廃
墟
の
美
学
』（
集
英
社
、
二
〇
〇
三
年
）
 
長
廣
敏
雄
訳
注
『
歴
代
名
画
記
』（
平
凡
社
、
一
九
七
七
年
）
 
中
村
元
訳
注
解
説
『
華
嚴
經
・
楞
伽
經
』
現
代
語
訳
大
乗
仏
典
所
収
（
東
京
書
籍
、
二
〇
〇
三
年
）
 
西
岡
弘
『
中
国
古
代
の
喪
礼
と
文
学
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）
 
蜂
屋
邦
夫
訳
注
解
説
『
老
子
』
岩
波
文
庫
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）
 
花
房
秀
樹
・
前
川
幸
雄
『
元
稹
研
究
』（
彙
文
堂
、
一
九
七
七
年
）
 
平
岡
武
夫
編
『
唐
代
研
究
の
し
お
り
』（
同
朋
舎
、
一
九
八
五
年
）
 
平
野
顯
照
『
唐
代
文
學
と
佛
教
の
研
究
』（
朋
友
書
店
、
一
九
七
八
年
）
 
福
井
佳
夫
『
六
朝
文
体
論
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
四
年
）
 
福
永
光
司
訳
注
解
説
『
荘
子
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
七
年
）
 
福
永
光
司
訳
注
解
説
『
芸
術
論
集
』
中
國
文
明
選
第
十
四
巻
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
七
年
）
 
福
永
光
司
訳
注
解
説
『
列
子
』
東
洋
文
庫
所
収
（
平
凡
社
、
一
九
九
一
年
）
 
藤
野
岩
友
『
巫
系
文
學
論
』（
大
學
書
房
、
一
九
六
九
年
）
 
古
川
末
喜
『
初
唐
の
文
学
思
想
と
韻
律
論
』（
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
三
）
 
松
浦
友
久
『
中
国
詩
歌
原
論
―
比
較
詩
学
の
主
題
に
即
し
て
―
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
九
六
年
）
 
松
浦
史
子
『
漢
魏
六
朝
に
お
け
る
《
山
海
経
》
の
受
容
と
そ
の
展
開
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
 
二
年
）
 
松
原
朗
『
中
国
離
別
詩
の
成
立
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
 
松
原
朗
『
晩
唐
詩
の
揺
籃
 
張
籍
・
姚
合
・
賈
島
論
』（
専
修
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
二
年
） 
松
本
肇
・
川
合
康
三
編
『
中
唐
文
学
の
視
覚
』（
創
文
社
、
一
九
九
八
年
）
 
松
本
肇
『
柳
宗
元
研
究
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
 
丸
山
茂
『
唐
代
の
文
化
と
詩
人
の
心
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
 
柳
川
順
子
『
漢
代
五
言
詩
歌
史
の
研
究
』
( 創
文
社
、
二
〇
一
三
年
) 
柳
父
章
『
翻
訳
の
思
想
―
「
自
然
」
と
NATURE ―
』（
平
凡
社
、
一
九
七
七
年
）
 
山
崎
純
一
訳
注
解
説
『
列
女
傳
』（
明
示
書
院
、
新
編
漢
文
選
、
一
九
九
六
年
）
 
吉
川
忠
夫
『
六
朝
精
神
史
研
究
』（
同
朋
社
、
一
九
八
四
年
）
 
芳
村
弘
道
『
唐
代
の
詩
人
と
文
献
研
究
』（
中
國
文
藝
研
究
會
、
二
〇
〇
七
年
）
 
和
田
英
信
『
中
国
古
典
文
学
の
思
考
様
式
』（
研
文
出
版
、
二
〇
一
二
年
）。
 
 四
 
中
文
論
文
 
岑
仲
勉
「
跋
唐
摭
言
」（『
中
央
研
究
院
歷
史
語
源
研
究
書
集
刊
』
第
九
本
、
中
央
研
究
院
歷
史
語
源
研
究
書
員
工
福
利
委
員
會
出
版
、
一
九
七
一
年
）
 
儲
兆
文
「
一
様
山
水
別
様
心
―
王
維
、
韋
応
物
山
水
詩
異
同
論
」（『
西
北
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）』
第
三
四
巻
第
四
期
、
二
〇
〇
四
年
）
 
 
 
 
儲
仲
君
「
韋
応
物
詩
分
期
的
探
討
」（『
文
学
遺
産
』
一
九
八
四
年
、
第
四
期
）
 
代
偉
「
論
韋
応
物
的
悼
亡
詩
」（『
牡
丹
江
教
育
学
院
学
報
』
第
一
一
一
期
、
二
〇
〇
八
年
）
 
丁
紅
麗「
寄
寓
于
山
水
中
的
乱
世
情
懐
―
論
韋
應
物
山
水
詩
幽
野
調
的
形
成
原
因
」（『
安
徽
文
学
』
二
〇
〇
九
年
、
第
三
期
）
 
高
雲
龍
「
試
論
韋
応
物
元
苹
墓
誌
与
悼
亡
詩
」（『
遼
東
学
院
学
報
（
社
会
科
学
版
）』
第
十
二
巻
第
六
期
、
二
〇
一
〇
年
）
 
郭
家
嶸
「
左
棻
的
応
詔
之
作
及
其
女
性
意
識
」（
大
慶
師
範
学
院
学
報
、
第
三
五
巻
第
一
期
、
二
〇
一
五
年
）
 
胡
大
雷
「
中
古
〈
悼
亡
〉
詩
論
」（『
玉
林
師
範
学
院
学
報
』
二
〇
一
〇
年
、
第
一
期
）
 
黄
柳
媚
「
韋
応
物
山
水
詩
的
幽
寂
之
美
」（『
遵
義
師
範
学
院
学
報
』
第
十
巻
第
五
期
、
二
〇
〇
八
年
）
 
黄
艶
「
左
芬
及
其
創
作
」（『
文
教
資
料
』
二
〇
〇
六
年
）
 
蒋
寅
「
悼
亡
詩
写
作
范
式
的
演
進
」（『
安
徽
大
学
学
報
』
哲
学
社
会
科
学
版
、
二
〇
一
一
年
、
第
三
期
）
 
林
宗
正
原
著
・
二
宮
美
那
子
訳
「
詩
經
か
ら
漢
魏
六
朝
の
叙
事
詩
に
お
け
る
頂
真
格
―
形
式
及
び
語
り
の
機
能
の
発
展
を
中
心
に
ー
」（『
中
國
文
學
報
』
第
七
四
冊
、
二
〇
〇
七
・
十
）
林
宗
正
原
著
・
二
宮
美
那
子
訳
「
唐
代
叙
事
詩
に
お
け
る
頂
真
格
の
展
開
―
併
せ
て
白
居
易
叙
事
詩
の
意
義
を
再
考
す
ー
」（『
白
居
易
研
究
年
報
』
第
九
号
、
二
〇
〇
八
・
十
）
 
羅
聯
添
「
韋
應
物
事
跡
繋
年
」（『
幼
獅
學
誌
』
第
八
巻
第
一
期
、
一
九
六
九
年
）
 
陶
俊
「
従
陶
、
韋
之
辨
看
心
性
論
対
朱
熹
山
水
詩
的
影
響
」（『
雲
南
農
業
大
学
学
報
』
第
四
巻
第
一
期
、
二
〇
一
〇
年
）
 
万
曼
「
韋
應
物
傳
」（『
國
文
月
刊
』
第
六
十
・
六
十
一
期
、
一
九
四
七
年
）
 
蔚
華
萍
等「
物
我
交
融
見
真
性
―
試
韋
応
物
詠
物
詩
」（『
河
北
科
技
師
範
学
院
学
報
』社
会
科
学
版
、
第
三
巻
第
一
期
、
二
〇
〇
四
年
）
 
韋
暉
「
論
陶
淵
明
与
韋
応
物
詩
歌
之
差
異
」（『
牡
丹
江
大
学
学
報
』
第
二
三
巻
第
九
期
、
二
〇
一
四
年
）
 
呉
戩
「
試
論
韋
応
物
的
悼
亡
詩
」
（
『
文
教
資
料
』
二
〇
〇
八
年
）
 
謝
衞
平
「
論
韋
応
物
悲
情
詩
的
時
空
体
系
」（『
求
索
』
二
〇
〇
七
年
）
 
熊
建
国「
韋
応
物
交
游
考
」（『
北
京
化
工
大
学
学
報
』社
会
科
学
版
、第
四
期
、二
〇
〇
四
年
）
 
胥
雲
「
論
韋
応
物
詩
歌
的
淡
美
風
格
」（『
陝
西
師
範
大
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）』
第
二
一
巻
第
四
期
、
一
九
九
二
年
）
 
徐
伝
武
「《
左
棻
墓
誌
》
及
其
価
値
」（『
文
献
』
一
九
九
六
年
）
 
袁
琳「
論
左
棻
宮
怨
文
学
作
品
的
新
変
及
原
因
」（『
黄
岡
師
範
学
院
学
報
』第
三
三
巻
第
五
期
、
二
〇
一
三
年
）
 
張
芳「
韋
応
物
悼
亡
詩
的
時
間
感
悟
与
審
美
選
擢
」（『
湖
南
科
技
学
院
學
報
』第
三
三
巻
第
七
期
、
二
〇
一
二
年
）
 
張
珊
「
左
芬
入
宮
諸
問
題
考
」（『
管
子
学
刊
』
二
〇
一
四
年
第
三
期
）
 
王
輝
斌
「
左
思
左
芬
生
平
系
年
」（『
太
原
師
範
学
院
学
報
』
社
会
科
学
版
第
六
巻
第
五
期
、
二
〇
〇
七
年
）
 
王
輝
斌
「
女
文
学
家
之
冠
冕
：
左
棻
文
学
成
就
総
論
」（『
重
慶
教
育
学
院
学
報
』
第
二
二
巻
第
四
期
、
二
〇
〇
九
年
）
 
王
增
斌
・
董
振
歐
「
論
西
晋
孫
楚
」（『
山
西
文
献
』
一
九
九
五
・
四
五
期
）
 
袁
琳「
論
左
棻
宮
怨
文
学
作
品
的
新
変
及
原
因
」（『
黄
岡
師
範
学
院
学
報
』第
三
三
巻
第
五
期
、
二
〇
一
三
年
）
 
 五
 
和
文
論
文
 
 
赤
井
益
久
「
韋
応
物
伝
記
伝
本
攷
」（『
國
學
院
雑
誌
』
第
七
九
巻
、
第
十
号
、
一
九
七
八
年
）
 
赤
井
益
久
「
白
居
易
と
韋
応
物
に
見
る
〈
閑
居
〉」（『
國
學
院
雜
誌
』
第
九
四
巻
、
第
八
号
、
一
九
九
三
年
）
 
赤
井
益
久「
唐
釋
皎
然
の
詩
論
に
つ
い
て
ー
中
國
詩
學「
景
情
交
融
」の
主
題
に
卽
し
て
ー
」
『
松
浦
友
久
博
士
追
悼
記
念
中
国
古
典
文
學
論
集
』
所
収
（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）
 
浅
見
洋
二
「〈
詩
中
有
畫
〉
を
め
ぐ
っ
て
―
中
国
に
お
け
る
詩
と
絵
画
」（『
集
刊
東
洋
学
』
第
七
十
八
号
、
一
九
九
七
年
）
 
池
田
知
久
「
中
國
思
想
史
に
お
け
る
〈
自
然
〉
の
誕
生
」（『
中
国
―
社
会
と
文
化
』
第
八
号
、
一
九
九
三
年
）
 
 
入
谷
仙
介
「
悼
亡
詩
に
つ
い
て
―
潘
岳
か
ら
元
稹
ま
で
―
」『
入
矢
教
授
、
小
川
教
授
退
休
記
念
中
國
文
學
語
學
論
集
』
所
収
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
四
年
）
 
内
田
誠
一「
王
維
の
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
ー
扮
装
す
る
詩
人
の
夢
と
孤
独
―
」（『
中
國
文
學
研
究
』
第
三
十
一
号
、
二
〇
〇
五
年
）
 
内
田
誠
一
「
王
維
の
自
閉
的
志
向
」『
松
浦
友
久
博
士
追
悼
記
念
中
國
古
典
文
學
論
集
』
所
収
（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）
 
大
矢
根
文
治
郎
「
沈
約
の
詩
論
と
そ
の
詩
」（『
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
学
術
研
究
』
一
、
一
九
五
二
年
）
 
嘉
瀬
達
男
「『
漢
書
』
揚
雄
傳
所
収
「
揚
雄
自
序
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『
学
林
』
第
二
八
・
二
九
号
、
一
九
九
八
年
）
 
嘉
瀬
達
男「
楊
雄〈
元
后
誄
〉の
背
景
と
文
体
」（『
学
林
』第
四
六
・
四
七
号
、二
〇
〇
八
年
）
 
黒
田
真
美
子
「
六
朝
・
唐
代
に
お
け
る
幽
婚
譚
の
登
場
人
物
―
神
婚
譚
と
の
比
較
」「（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
四
八
集
、
一
九
九
六
年
）
 
黒
田
真
美
子
「
江
淹
の
悼
亡
詩
」（『
日
本
文
學
誌
要
』
第
五
八
号
、
一
九
九
八
年
）
 
黒
田
真
美
子
「
魏
晋
の
悲
愴
―
『
世
説
新
語
』
傷
逝
篇
を
中
心
と
し
て
ー
」
佐
藤
保
・
宮
尾
正
樹
編
『
あ
あ
 
哀
し
い
か
な
ー
死
と
向
き
合
う
中
国
文
学
―
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）
 
黒
田
真
美
子
「
韋
応
物
詩
論
―
雨
の
時
空
―
」（『
日
本
文
学
誌
要
』
第
六
六
号
、
二
〇
〇
六
年
）
 
興
膳
宏
「
文
心
雕
龍
の
自
然
観
照
―
そ
の
源
流
を
求
め
て
ー
」『
白
川
静
博
士
古
稀
記
念
 
中
國
文
史
論
叢
』
一
九
八
一
年
）
 
斎
藤
希
史
「
潘
岳
〈
悼
亡
〉
詩
論
」（『
中
國
文
學
報
』
第
三
九
冊
、
一
九
八
八
年
）
 
佐
竹
保
子
「『
詩
經
』
か
ら
謝
靈
運
詩
ま
で
の
頂
真
格
の
修
辞
―
押
韻
句
を
跨
ぐ
も
の
」（『
東
北
大
学
中
国
語
学
文
学
論
集
』
第
十
九
号
、
二
〇
一
四
年
）
 
佐
竹
保
子「
同
韻
の
二
聯
間
に
お
け
る
頂
真
格
の
修
辞
―『
詩
経
』か
ら
謝
霊
運
ま
で
ー
」（『
集
刊
東
洋
学
』
第
一
一
四
号
、
二
〇
一
六
年
）
 
鈴
木
敬
「
瀟
湘
臥
遊
図
巻
に
つ
い
て
」
（
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
七
十
九
冊
、
一
九
七
九
年
）
 
鈴
木
敏
雄
「
韋
應
物
の
雑
擬
詩
に
つ
い
て
ー
模
倣
の
様
式
と
そ
の
意
味
―
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
四
二
集
、
一
九
九
〇
年
）
 
鈴
木
敏
雄
「
韋
應
物
〈
擬
古
詩
十
二
首
〉
考
」（『
中
國
中
世
文
學
研
究
』
第
二
十
号
、
一
九
九
一
年
）
 
高
橋
和
巳
「
潘
岳
論
」（『
中
國
文
學
報
』
第
七
冊
、
一
九
五
七
年
）
 
多
田
伊
織
「
揚
雄
論
」（『
日
本
研
究
』
第
一
一
号
、
一
九
九
四
年
）
 
谷
口
洋
「
揚
雄
の
〈
解
嘲
〉
を
め
ぐ
っ
て
ー
「
設
論
」
文
學
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
成
熟
と
變
失
―
」（『
中
國
文
學
報
』
第
四
十
五
冊
、
一
九
九
二
年
）
 
土
谷
彰
男
「
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
『
韋
蘇
州
集
』
善
本
に
つ
い
て
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
學
研
究
科
紀
要
』
第
五
〇
輯
第
二
分
冊
、
二
〇
〇
五
年
）
 
土
谷
彰
男
「
韋
應
物
〈
驪
山
行
〉
詩
考
」（『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
二
五
集
、
二
〇
〇
六
年
）
 
中
原
健
二
「
詩
人
と
妻
―
中
唐
士
大
夫
意
識
の
一
断
面
」（『
中
國
文
學
報
』
四
七
、
一
九
九
三
年
）
 
深
澤
一
幸
「
韋
應
物
の
悼
亡
詩
」（『
飆
風
』
第
五
号
、
一
九
七
三
年
）
 
深
澤
一
幸
「
韋
應
物
の
歌
行
」（『
中
國
文
學
報
』
第
二
四
冊
、
一
九
七
四
年
）
 
深
澤
一
幸
「
韋
應
物
の
抒
情
詩
」（『
飆
風
』
第
七
号
、
一
九
七
四
年
）
 
福
山
泰
男
「
建
安
の
〈
寡
婦
賦
〉
に
つ
い
て
」（『
山
形
大
学
人
文
学
部
研
究
年
報
』
２
、
二
〇
〇
五
年
）
 
松
原
朗
「
盛
唐
か
ら
中
唐
へ
ー
樂
府
文
學
の
變
容
を
手
掛
か
り
と
し
て
ー
」（『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
十
八
集
、
一
九
九
九
年
）
 
松
原
朗
「
韋
應
物
詩
考
―
灃
上
退
去
と
「
變
風
」
の
形
成
」『
村
山
吉
廣
教
授
古
稀
記
念
中
國
古
典
學
論
集
』
所
収
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
）
 
松
原
朗
「
韋
応
物
送
別
詩
考
―
五
言
古
体
詩
型
の
活
用
と
大
暦
様
式
の
超
克
」（
『「専
修
大
学
人
文
科
学
年
報
』
第
三
〇
号
、
二
〇
〇
〇
年
」
 
松
原
朗「
誄
と
哀
辭
と
哀
策
―
魏
晉
南
朝
に
お
け
る
誄
の
分
化
―
」（『
中
国
詩
文
論
叢
』二
六
、
二
〇
〇
七
年
）
 
矢
田
博
士
「〈
昔
爲
倡
家
女
 
今
爲
蕩
子
婦
〉
考
―
漢
代
の
「
倡
家
」
の
實
態
に
卽
し
て
ー
」
（『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
十
五
集
、
一
九
九
六
年
）
 
山
田
和
大
「
韋
應
物
の
自
然
詩
に
つ
い
て
ー
「
賞
」
字
の
使
わ
れ
方
―
」（『
中
国
中
世
文
學
研
究
』
第
五
十
一
号
、
二
〇
〇
七
年
）
 
山
田
和
大
「
新
出
土
韋
応
物
妻
元
蘋
墓
誌
銘
」（『
中
国
学
研
究
論
集
』
第
二
一
号
、
二
〇
〇
八
年
）
 
山
田
和
大「
子
ど
も
を
詠
む
韋
応
物
詩
―
悼
亡
詩
を
中
心
に
ー
」（『
中
国
学
研
究
論
集
』第
二
十
一
号
、
二
〇
〇
八
年
）
 
山
田
和
大
「
韋
応
物
の
終
焉
の
状
況
に
つ
い
て
」（『
中
國
中
世
文
學
研
究
』
第
五
六
号
、
二
〇
〇
九
年
）
 
山
田
和
大
「
韋
應
物
の
植
物
詩
ー
「
花
意
」
を
て
が
か
り
に
し
て
ー
」（『
中
国
文
史
論
叢
』
第
８
号
、
二
〇
一
二
年
）
 
吉
川
幸
次
郎
「
推
移
の
悲
哀
―
古
詩
十
九
首
の
主
題
―
」（『
中
國
文
學
報
』
第
十
四
冊
、
一
九
六
一
年
）
 
吉
田
文
子
「
民
間
楽
府
に
お
け
る
表
現
形
式
と
そ
の
機
能
に
つ
い
て
ー
頂
真
格
を
中
心
に
ー
」
（『
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
』
第
二
三
号
、
二
〇
〇
四
年
）
 
渡
邊
義
浩
「
揚
雄
の
「
劇
秦
美
新
」
と
賦
の
正
統
化
」（『
大
東
文
化
大
学
漢
学
会
誌
』
第
五
十
二
号
、
二
〇
一
三
年
）
 
 六
 
そ
の
他
 
 
プ
ラ
ト
ン
『
国
家
』（
藤
沢
令
夫
訳
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
）
 
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
『
詩
学
』（
松
本
仁
助
・
岡
道
夫
訳
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
 
ニ
ー
チ
ェ
『
悲
劇
の
誕
生
』（
秋
山
英
夫
訳
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
 
Ｆ
・
デ
ー
ヴ
ィ
ス
『
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
の
社
会
学
』
間
場
寿
一
等
訳
（
世
界
思
想
社
、
一
九
九
〇
年
）
 
 『
先
秦
漢
魏
晉
南
北
朝
詩
』
CD-ROM （
凱
希
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
、
二
〇
〇
四
年
）
 
『
全
唐
詩
』
CD-ROM （
凱
希
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
、
二
〇
〇
五
年
）
 
『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』（
迪
志
文
化
出
版
、
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
 
 寒
泉
 
http://libnt.npm.gov.tw/s25/ 
SAT 大
正
新
脩
大
蔵
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
( 大
蔵
出
版
社
、
一
九
九
八
年
) 
 
 
http://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/ 
臺
湾
中
央
研
究
院
漢
籍
電
子
文
獻
（
http://hanji.sinica.edu.tw/ ）
 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       
〈
論
文
の
内
容
の
要
旨
〉
 
 論
文
題
目
 
 
韋
應
物
詩
論
―
悼
亡
詩
を
中
心
と
し
て
ー
 
氏
 
 
名
 
 
黒
 
田
 
真
 
美
 
子
 
  
          韋
應
物
（
七
三
五
？
～
七
九
〇
？
）
は
、
唐
代
を
代
表
す
る
自
然
詩
人
の
一
人
と
目
さ
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
も
、自
然
詩
を
対
象
と
す
る
こ
と
が
多
い
。だ
が
彼
は
、そ
の
ほ
か
に
、数
多
く
の
悼
亡
詩
を
詠
ん
だ
。
悼
亡
詩
と
は
、
妻
の
死
を
悼
む
作
で
あ
る
。
西
晋
・
潘
岳
、
孫
楚
に
始
ま
り
、
唐
以
前
に
は
計
六
篇
が
数
え
ら
れ
る
。
唐
代
に
至
る
と
、
管
見
の
限
り
、
初
・
盛
唐
に
は
無
く
、
安
史
の
乱
後
、
突
如
、
韋
應
物
の
悼
亡
詩（
以
下「
韋
悼
」と
略
称
）が
出
現
す
る
。拙
論
は
、質
量
豊
か
な「
韋
悼
」が
な
ぜ
出
現
し
得
た
の
か
、
い
か
な
る
特
質
を
有
す
る
か
を
考
察
し
、
さ
ら
に
韋
應
物
詩
の
枢
要
と
目
さ
れ
る
自
然
詩
と
の
関
わ
り
を
審
究
す
る
。悼
亡
詩
を
中
心
に
据
え
て
、従
来
の
韋
應
物
詩
論
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
、そ
の
本
質
を
闡
明
せ
ん
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
 
序
章
で
は
、
上
記
の
問
題
提
起
を
行
い
、
先
行
研
究
、
韋
應
物
略
伝
、
先
唐
悼
亡
詩
の
概
略
を
記
し
た
。
先
行
研
究
は
、
三
種
（
１
伝
記
研
究
、
２
自
然
詩
論
、
３
そ
の
他
、
文
学
史
的
周
辺
研
究
な
ど
）
に
大
別
さ
れ
、
そ
の
紹
介
と
併
せ
て
拙
論
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
。
略
伝
で
は
、
時
代
背
景
、
特
に
安
史
の
乱
が
与
え
た
衝
撃
を
述
べ
て
、出
仕
と
閑
居
の
繰
り
返
し
と
い
う
韋
の
人
生
の
特
異
性
に
言
及
し
た
。先
唐
悼
亡
詩
は
、
後
述
の
潘
岳
・
江
淹
両
詩
を
除
く
短
章
の
四
篇
（
孫
楚
・
沈
約
・
庾
信
・
薛
徳
音
）
を
対
象
に
略
記
し
て
系
譜
を
補
い
、悼
亡
詩
が
時
代
状
況
と
深
く
関
わ
り
、詩
人
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
有
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
た
。
 
 
第
一
章
「
韋
應
物
の
悼
亡
詩
十
九
首
へ
の
懐
疑
」
で
は
、
ま
ず
妻
の
出
自
・
係
累
か
ら
結
婚
の
経
緯
や
二
人
の
関
係
を
記
し
、
特
に
乱
後
の
苦
難
を
共
に
乗
り
越
え
た
と
い
う
妻
へ
の
共
感
と
妻
喪
失
の
大
き
さ
を
述
べ
た
。次
い
で
、「
韋
悼
」の
十
九
首
連
作
構
成
に
疑
義
を
呈
し
た
。拙
論
の
底
本（
四
部
叢
刊
所
収
本
）
や
通
行
本
の
十
四
部
に
よ
る
体
裁
は
、
北
宋
・
王
欽
臣
に
始
ま
る
と
さ
れ
る
が
、
十
九
首
連
作
も
、
王
に
よ
っ
て
再
構
成
さ
れ
た
蓋
然
性
が
高
い
。十
九
首
は
、四
季
の
推
移
を
基
軸
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。本
来
、
悼
亡
詩
と
す
べ
き
に
も
か
か
わ
ら
ず
、他
部
に
収
録
さ
れ
た
諸
篇
は
、季
節
感
が
希
薄
で
あ
り
、詩
題
も「
寄
～
」「
酬
～
」
な
ど
、「
寄
贈
」「
酬
答
」
各
部
居
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
部
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
と
推
論
し
、
新
た
に
十
四
篇
を
提
示
し
た
。
 
第
二
章
「
韋
應
物
の
悼
亡
詩
と
潘
岳
の
哀
傷
作
品
と
の
関
わ
り
」
で
は
、
ま
ず
「
韋
悼
」
の
特
質
を
考
察
し
、
今
（
悲
）
と
昔
（
喜
）
の
対
比
が
多
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
空
間
移
動
を
伴
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
詩
境
は
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
時
空
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
次
い
で
潘
岳
の
悼
亡
詩
（
以
下
「
潘
悼
」
と
略
称
）
と
比
較
し
、
韋
應
物
は
「
潘
悼
」
の
詩
語
や
モ
チ
ー
フ
を
踏
襲
し
て
詩
境
を
広
め
る
一
方
、
官
務
へ
の
復
帰
に
よ
る
〈
悲
傷
の
克
服
〉
と
い
う
現
実
的
モ
チ
ー
フ
を
、
忌
避
し
て
い
る
こ
と
を
証
し
た
。
こ
れ
は
「
韋
悼
」の
詩
興
が
、過
去
に
回
帰
す
る
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
で
あ
る
こ
と
の
傍
証
で
も
あ
っ
た
。さ
ら
に
潘
岳
の
「
寡
婦
賦
」
な
ど
他
ジ
ャ
ン
ル
の
哀
傷
作
品
と
の
関
わ
り
を
分
析
し
た
。「
韋
悼
」
の
新
し
さ
と
し
て
、
〈
妻
像
〉〈
夢
〉
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
「
潘
悼
」
に
は
無
く
、
哀
傷
諸
篇
に
見
出
さ
れ
た
。
韋
應
物
は
、
悼
亡
詩
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
拘
る
こ
と
な
く
模
擬
し
た
。
こ
の
営
為
は
、
実
は
潘
岳
自
身
の
試
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
こ
そ
が
「
韋
悼
」
と
「
潘
悼
」
と
の
本
質
的
関
わ
り
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
こ
の
模
擬
性
ゆ
え
に
、
韋
應
物
は
、
潘
岳
と
の
価
値
観
の
相
違
や
「
寡
婦
賦
」
と
の
性
差
を
も
対
照
化
し
て
動
的
に
関
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
、そ
れ
ら
の
触
媒
に
よ
っ
て
詩
境
を
広
め
得
た
。こ
こ
に「
韋
悼
」
の
多
様
性
が
生
み
出
さ
れ
た
動
因
の
一
つ
が
認
め
ら
れ
た
。
 
 
 
第
三
章
「
韋
應
物
の
悼
亡
詩
と
江
淹
詩
篇
と
の
関
わ
り
」
は
、
斉
梁
・
江
淹
「
悼
室
人
」（
以
下
「
江
悼
」と
略
称
）と
の
比
較
で
あ
る
。「
江
悼
」は「
佳
人
永
へ
に
暮
れ
た
り
」と
詠
い
始
め
、「
佳
人
」は「
江
悼
」
の
象
徴
的
詩
語
で
あ
る
。「
韋
悼
」
は
「
佳
人
」
を
継
承
し
て
、
幽
艶
な
詩
境
を
築
い
た
。
ま
た
「
江
悼
」「
韋
悼
」
は
、
と
も
に
「
潘
悼
」
に
は
無
い
「
夏
の
歌
」
を
詠
む
が
、
道
教
的
神
仙
世
界
に
妻
を
登
場
さ
せ
る「
江
悼
」に
対
し
て
、「
韋
悼
」は
仏
教
的
解
脱
を
求
め
る
と
い
う
対
照
的
内
容
で
あ
る
。し
か
し
、
両
詩
と
も
現
実
的「
潘
悼
」と
は
異
な
る
次
元
で
の
悲
哀
の
止
揚
と
い
う
共
通
性
が
認
め
ら
れ
た
。ま
た
江
の
代
表
作
「
雑
體
三
十
首
」
に
は
「
潘
黄
門
 述
哀
」
が
あ
り
、
そ
の
中
の
「
寂
寞
」
と
い
う
詩
語
は
、「
韋
悼
」
中
、
二
例
認
め
ら
れ
、
韋
詩
に
お
い
て
も
特
質
と
関
わ
る
重
要
な
詩
語
で
あ
る
。『
楚
辭
』
が
出
自
の
こ
の
詩
語
を
、
六
朝
時
代
最
も
多
用
し
た
の
は
江
淹
で
あ
り
、
従
来
の
意
味
（「
無
人
」「
無
聲
」
の
静
寂
）
に
、
悲
傷
（
情
）
に
よ
る
空
し
さ
を
含
ま
せ
た
嚆
矢
で
も
あ
っ
た
。
さ
す
れ
ば
「
江
悼
」
は
、
詩
語
詩
句
の
表
層
レ
ベ
ル
で
は
「
潘
悼
」
ほ
ど
顕
著
で
は
な
い
も
の
の
、
本
質
的
意
味
に
お
い
て
、「
韋
悼
」
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
指
摘
し
た
。
 
 
第
四
章
「
韋
應
物
の
悼
亡
詩
と
〈
古
詩
十
九
首
〉
と
の
関
わ
り
」
で
は
、「
韋
悼
」
と
の
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
「
古
詩
十
九
首
」（
以
下
「
古
十
九
」
と
略
称
）
と
の
関
わ
り
を
考
察
し
た
。
韋
は
「
擬
古
詩
」（
以
下
「
韋
擬
」
と
略
称
）
を
も
作
成
し
て
お
り
、
模
擬
性
を
観
点
と
し
た
。
そ
の
結
果
、『
詩
經
』
を
原
拠
と
す
る
詩
語
が
「
古
十
九
」
を
媒
介
さ
せ
る
こ
と
で
意
味
を
変
換
さ
せ
、
ま
た
「
古
十
九
」
を
原
拠
と
す
る
詩
句
や
表
現
が
潘
岳
作
品
を
受
容
し
て
踏
襲
さ
れ
る
と
い
う
重
層
性
、「
古
十
九
」と
関
連
の
深
い「
長
門
賦
」
や
西
晉
・
陸
機「
擬
古
詩
」を
も
襲
用
す
る
と
い
う
複
合
性
が
認
め
ら
れ
た
。こ
れ
ら
の
特
質
は
、「
韋
悼
」
出
現
の
遠
因
と
み
な
せ
よ
う
。模
擬
と
い
う
営
為
を
十
全
に
駆
使
し
な
が
ら
、新
た
な
る
創
造
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
実
現
し
た
の
は
、
玄
宗
の
「
太
平
の
世
」
を
謳
歌
し
た
青
春
と
乱
後
の
苦
難
を
共
有
し
た
妻
、二
つ
の
喪
失
へ
の
哀
惜
で
あ
っ
た
。「
韋
擬
」考
察
に
よ
っ
て
、そ
れ
を
把
握
し
得
た
。「
韋
擬
」は「
韋
悼
」
と
の
近
似
性
を
指
摘
さ
れ
る
が
、
そ
の
先
後
は
不
明
で
あ
っ
た
。「
韋
擬
」
成
立
は
洛
陽
前
期
と
推
定
し
、死
の
世
界
に
も
等
し
い
乱
後
の
荒
廃
を
い
か
に
復
興
す
べ
き
か
、深
刻
に
苦
悩
す
る
三
十
代
の
彼
の
姿
が
浮
上
す
る
。
女
性
の
独
白
体
を
も
借
り
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
隠
さ
れ
た
主
題
と
し
て
「
太
平
の
世
」
の
喪
失
を
詠
む
。
そ
の
詩
興
と
手
法
が
下
支
え
と
な
り
、
後
の
「
韋
悼
」
に
結
実
し
た
。「
韋
悼
」
に
お
け
る
今
昔
の
往
還
は
失
わ
れ
た
時
空
へ
の
旅
で
あ
り
、旅
の
よ
す
が
と
な
る
の
が
、「
韋
擬
」も
含
め
た「
古
十
九
」
で
あ
っ
た
。
 
 
第
五
章「
韋
應
物
の
自
然
詩
―
洛
陽
時
代
を
中
心
に
ー
」は
、韋
詩
の
枢
要
と
い
う
べ
き
自
然
詩
お
よ
び
自
然
描
写
に
つ
い
て
の
論
述
で
あ
る
。
ま
ず
「
自
然
」
と
い
う
語
の
「
み
ず
か
ら
」
と
い
う
本
来
的
意
味
か
ら
、次
第
に
多
義
性
を
獲
得
し
て
い
く
様
相
を
記
述
し
、そ
の
中
で『
文
心
雕
龍
』な
ど
が
、見
ら
れ
る〈
物
〉
と
見
る
詩
人
〈
我
〉
と
の
相
即
的
関
係
、
す
な
わ
ち
「
景
情
融
合
」
に
言
及
し
て
お
り
、
そ
れ
を
韋
の
自
然
詩
考
察
の
観
点
と
し
た
。
そ
の
際
、
王
維
・
孟
浩
然
、
遡
れ
ば
、
陶
淵
明
・
謝
靈
運
な
ど
の
自
然
詩
人
と
の
比
較
を
勘
案
し
、横
軸
と
し
て
、同
時
代
の
大
暦
詩
人
と
の
関
わ
り
を
も
視
野
に
入
れ
た
。韋
詩
は
、洛
陽
・
灃
上
滁
州
・
蘇
州
の
三
期
に
分
け
ら
れ
る
が
、
本
章
で
は
洛
陽
時
代
を
対
象
に
、
前
期
・
揚
州
旅
行
期
・
後
期
に
分
け
て
、各
時
期
の
特
質
を
考
察
し
た
。前
期
に
お
い
て
は
、盛
唐
詩
の
継
承
と
新
し
さ
の
追
求
と
い
う
過
渡
的
傾
向
が
見
ら
れ
、古
都
洛
陽
の
歴
史
を
踏
ま
え
て
乱
後
の
荒
廃
を
慨
嘆
す
る
。暗
黒
世
界
と
い
う
べ
き
光
景
は
、
韋
詩
の
原
画
で
あ
り
、
心
象
風
景
で
あ
っ
た
。
揚
州
旅
行
で
は
、
自
由
な
境
遇
が
独
自
性
を
生
み
出
す
契
機
と
な
っ
た
。老
い
の
認
識
か
ら
過
去
へ
の
眼
差
し
を
獲
得
し
、技
巧
的
に
は
、歇
後
に
類
す
る
歇
中
法
と
い
う
斬
新
な
手
法
を
試
み
る
。
後
期
は
、
そ
れ
ら
を
駆
使
し
て
、〈
景
〉〈
情
〉
の
融
合
を
試
み
て
い
る
。〈
情
〉
は
、
王
孟
よ
り
も
深
い
悲
哀
を
直
接
に
表
現
し
、〈
景
〉
は
時
間
の
推
移
を
背
景
に
、〈
清
〉
〈
幽
〉
な
る
詩
興
を
生
ず
る
が
、
そ
れ
は
大
暦
詩
風
の
類
型
で
も
あ
っ
た
。
 
終
章「
自
然
詩
と
＜
悼
亡
詩
＞
」で
は
、最
後
の
ま
と
め
と
し
て
、「
韋
悼
」の
自
然
を
中
心
に
論
究
し
、
最
終
的
に
韋
詩
の
本
質
に
迫
る
。「
韋
悼
」
の
成
立
は
第
二
期
灃
上
滁
州
時
代
で
あ
り
、
自
然
詩
論
と
し
て
は
第
五
章
の
続
編
と
な
る
の
で
、「
景
情
融
合
」
を
続
け
て
観
点
と
し
た
。
韋
の
自
然
詩
に
数
多
く
吹
い
て
い
る
「
風
」
は
、
川
や
池
の
水
に
作
用
し
て
「
清
景
」
を
も
た
ら
す
が
、
そ
れ
は
妻
と
の
思
い
出
を
蘇
ら
せ
る
今
昔
二
重
写
し
の
景
色
で
あ
り
、妻
へ
の
哀
惜
の
＜
情
＞
が
内
在
し
て
い
た
。韋
詩
の
＜
清
＞
は
、風
や
水
の
流
動
感
に
因
る
が
、
今
昔
往
還
の
動
き
に
重
な
る
の
で
あ
る
。「
雨
」
も
多
様
な
興
趣
を
醸
し
出
す
。
特
に
「
林
」
に
降
り
注
ぐ
「
微
雨
」
が
印
象
的
で
あ
り
、
そ
れ
は
陶
潜
詩
を
祖
述
す
る
。
だ
が
陶
詩
は
田
園
で
の
喜
び
を
詠
う
の
に
対
し
て
、
韋
詩
の
雨
は
、
自
閉
的
空
間
を
形
成
し
て
彼
の
「
幽
情
」
を
包
み
こ
む
。
詩
人
は
、
悲
哀
に
身
を
委
ね
、
い
つ
し
か
現
実
の
時
空
を
超
え
た
「
幽
」
な
る
「
淒
境
」
に
至
る
。
韋
詩
の
「
廃
墟
」も
陶
詩
を
祖
述
す
る
が
、陶
詩
は
無
常
感
を
表
す
の
に
対
し
て
、韋
詩
は
そ
こ
に
美
を
見
出
す
。
王
維
詩
の
「
衰
草
」
な
ど
を
も
踏
襲
し
て
、
韋
は
衰
残
の
美
を
表
現
し
た
。
彼
は
そ
の
中
に
、
過
去
の
時
間
の
堆
積
と
未
来
の
滅
び
を
観
想
す
る
。青
春
の
蹉
跌
と
妻
の
逝
去
と
い
う
二
つ
の
悲
劇
が
、詩
人
を
衰
残
の
＜
景
＞
へ
と
導
い
た
が
、特
に
前
者
を
共
有
し
た
妻
の
喪
失
が
大
き
な
影
を
及
ぼ
し
て
い
る
。そ
の
美
は
、
哀
惜
の
＜
情
＞
を
内
包
す
る
が
ゆ
え
に
美
し
い
。韋
詩
の
特
質
で
あ
る
＜
清
＞
＜
幽
＞
は
、過
去
か
ら
い
ず
れ
闇
に
消
え
る
時
間
の
関
数
と
し
て
の
機
能
を
も
つ
こ
と
で
、
衰
残
の
美
の
因
子
と
な
り
、「
景
情
融
合
」
を
成
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
。衰
残
の
＜
景
＞
こ
そ
、＜
情
＞
と
の
融
合
が
可
能
で
あ
る
が
、そ
れ
は
乱
直
後
の
洛
陽
の
廃
墟
、あ
の
黒
い
原
画
に
通
じ
て
い
く
。大
暦
詩
人
に
衰
残
の
美
が
な
い
の
は
、韋
の
二
つ
の
悲
劇
を
体
験
せ
ず
に
す
ん
だ
か
ら
で
あ
り
、逆
に
言
え
ば
韋
詩
の
審
美
観
の
所
以
を
物
語
る
。韋
詩
は
第
二
期
に
お
い
て
大
暦
詩
風
か
ら
の
離
脱
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
韋
の
自
然
論
の
多
く
は
、結
論
と
し
て
＜
清
＞
＜
幽
＞
を
特
色
と
す
る「
景
情
融
合
」と
説
く
に
止
ま
る
。
拙
論
で
は
悼
亡
詩
を
視
座
に
据
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
所
以
や
実
相
を
明
ら
か
に
し
た
。「
韋
悼
」
は
失
わ
れ
た
時
空
を
求
め
る
今
昔
往
還
の
旅
で
あ
り
、時
間
を
凝
視
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
る
蕭
條
と
し
た「
清
景
」と
寂
寞
た
る「
幽
情
」と
の
融
合
に
よ
っ
て
生
じ
る
衰
残
の
美
を
詩
人
は
求
め
続
け
た
。韋
應
物
詩
は
、
「
韋
悼
」
に
よ
っ
て
育
ま
れ
、
内
奥
に
闇
を
抱
え
る
こ
と
で
、「
景
情
融
合
」
を
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
 
   
        
  
 
 
 
 
   
